手動CHaserを作る

手動CHaser
１　はじめに

　この作品は課題研究として作成されたものです。足りない箇所や不備がある可能性がありますのでご了承ください。

２　CHaserとは
　フィールドに配置されたアイテムを獲得して合計ポイントを競うゲームです。
　本家では既に組まれたプログラムで対戦しますが、この作品では毎ターン行動コマンドを入力します。

３　　プログラム内容（伊藤）

基本は本家 ‘18年度のサンプルプログラムと同じ。
以下が手動にするにあたって編集した箇所である。
・コマンドは全てSwitch文で作成した。
・コマンドやキャラクタの解説をするページを設けた。
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・経過ターン数の表示を出した。
　・数値に対応したアクションコマンド(No.1~48)と解説(No.99)が実行される。
　・解説では、各アクションコマンドの動きとアイテムの得点を確認出来る。
[image: H:\課題研究\kasu.png]


４　　ローカルサーバの管理メニューの解説（下永田）

登録
各項目のページで登録をクリックすることでその項目にデータを登録することができる。

ユーザアカウント
ユーザの登録、削除、グループID、アクティブスイッチの設定ができる。
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[image: H:\課題研究\shine.png]
ゲームオプション
登録されているルームのデータの変更が
できる。
項目の数値を変えることでルームの対戦
ルールなどを変更することができる。

初期マップ
登録されているマップの確認ができる。

対戦ログ
日付やルーム番号を指定することで過去の対戦のログを見ることができる。

対戦マップ
対戦中の画面を見ることができる。

対戦結果
対戦の結果を見ることができる。
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ゲーム制御
ログイン時間などを管理している部分なので編集しない。
編集すると対戦できなくなる。

アイテム得点
アイテムのキャラクタ番号、取得時のポイントを設定できる。
また、新しいアイテムを作って登録することもできる。

動作得点
動作コマンド、疲労度（動作によるマイナス点）の設定、
新しいコマンドの登録ができる。

動作後処理
動作の実行後どのように移動するか、元いたマスが何のアイコンになるかを設定できる。

アイテム後処理
アイテムを取った後のマスが何のアイコンになるか、
ワープ、ブラックスターを取ったときに何マス飛ばされるかを設定できる。
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GetReady得点
GetReadyコマンド実行後の得点を設定できる。

GetReady後処理
GetReadyコマンド実行後、どのように移動するかや元のマスが何のマスになるかを
設定できる。

ユーザ初期位置
各マップのクライアント初期位置を設定することができる。

Put動作処理
Putコマンドを相手に命中させたときの倍率を設定することができる。


５　　対戦ルールの変更点（下永田・伊藤）

・アイテム得点の欄から、新しく「kaku」コマンドを登録した。
　　(kakuコマンドは、斜めに移動出来るコマンドである。(将棋の角がモチーフ))
・ルームのターン数を20に統一した。
・待ち時間ペナルティをなくした。


６　　用語解説（湯沢）

Puppy Linux
Puppy Linuxとは、Linuxディストリビューションの一つ。超軽量ディストリビューションとして知られている。
また、GPLライセンスで配布されているので、無償で利用することができる。
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[補足]
GPLライセンスでは
１．自己責任で使うこと
２．著作権の表示は消さないこと
３．複製・改変・再配布・販売等は自由
４．再配布する物もGPLライセンスにすること
が規定されている。

Java Servlet
Java ServletはWebサーバ上で動作するJavaプログラムのことで、Webページを動的に生成したり、データ処理を行ったりする。Servletと呼ばれることもある。
Servletは単体では動作しない。動作にはTomcatなどの「サーブレットコンテナ」と呼ばれるソフトウェアが必要となる。

・Java Servletの特徴
１．ライフサイクル管理
２．マルチスレッド対応
３．プラットフォーム非依存

ライフサイクル管理
ライフサイクルとは、Servletの開始から終了までの一連のプロセスのこと。
クライアントからServletに対するリクエストがあると、初期化処理が実行される。
Servletは1度ロードされるとメモリ上に保持されるため、2回目以降は初期化処理が不要となり、処理時間が短縮される。

マルチスレッド対応
プログラムを実行する際、コンピューターはコードを先頭行から1行ずつ読み込む。このような一連の処理の流れをスレッドと呼ぶ。
マルチスレッドは複数の処理を並行して実行できるため、複数のクライアントがServletに同時にアクセスして処理を進めることができる。

プラットフォーム非依存
JavaはWindows、Mac OS、Linuxといったプラットフォームに依存することなくプログラムを実行できる。
ServletもJavaプログラムであり、プラットフォームの依存性を気にする必要がない。
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SQLによるデータベースの操作
リレーショナルデータベースの場合複数の列によって表が構成される。列には同様の形式の情報が入ることになる。氏名や住所などの文字情報の場合もあり、金額などの整数の場合もある。また、確率のように小数点付きの情報、日付情報などなど、それぞれは列という概念において同一形式の情報が集合化されている。
このような、それ以上は論理的に分割されることはない情報の値の集合が列であり、この値に入るべき情報の形式をデータ型という。

Apache Tomcat
Apache Tomcatは、ServletやJSPを実行するためのサーブレットコンテナとして活用されている。Servletを稼働させるためのエンジンのような役割を持ち、Webサーバ構築には欠かせないソフトである。
サーブレットコンテナ自体は多くのソフトが存在するが、その中で比較的有名なものがApache Tomcatとなる。
Apache Tomcatは、簡潔にTomcatと呼ばれることがある。Apache単体はWebサーバソフトウェアとして全世界に普及している。Apacheは1995年に開発が行われ、フリーソフトウェアとして無償で公開し、UNIX系のOSを中心に幅広い支持を得た。Microsoft社が開発したIISというWebサーバソフトウェアがあるが、ApacheはIISを上回るほどの普及率を誇っており、LinuxとApacheを使用すれば簡単にWebサーバの構築が可能になる。
プログラム言語で一般的に普及しているJavaで構築したプログラムの中にはWebサーバ上専用で動くものがある。そのJavaプログラムを標準でJava Servletと呼んでいるが、Servlet単体で稼働することはない。Tomcatのようなサーブレットコンテナと組み合わせることでServletの記述内容が実行されるため、Web上での処理を行うためにはどちらも必要なソフトウェアである。
Tomcat単体でもWebサーバとしての機能を確保しているが、Apacheと比較すると性能は劣る。そのため、2つを連携させることでより優位なサーバ構築が可能となる。



７　まとめ

・当初の目的だった手動プログラムで対戦する事が出来た。
・ローカルサーバの使い方がおおまかに分かった。
・しかし、触れなかった設定の部分もあったので反省したい。
・プログラムの簡略化が上手くできなかった。
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